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はじめに
世界史教育における「‾戦争」理論の探求一内陸アジア世界を事例として-
Inquiry ｏｎ the Theories of ‘War' in Teaching World History:Ａ Consideration thｒｏｕｇｈ the Inland Areas of Asia
江　口　孝之
(佐賀県立鹿島高等学校)
従来の世界史教育については
，ヨーロッパ中心の内
容構成であるとか
，事項羅列式の知識の詰め込み授業
に陥っているといった問題が指摘され続けているＯし
かし
，いまだ十分な解決がなされたとはいえない。世
界史教育における「戦争
」の取扱いはそうした問題を
典型的に示している
。生徒は多くの戦争について学習
しながら
，ただ年代や出来事などを暗記していくに過
ぎない状況にある
。そこで本稿では，「戦争」を単に
事実としてとらえるのではなく
，時代・地域・社会の
構造や世界史の動きをダイナミックにとらえる理論としてとらえることにする。
ひとくちに「戦争
」理論といってもその性格はさま
ざまである
。ペルシア戦争というある特定の戦争に関
する理論も存在するし
，人間や国家の行為である戦争
そのものを説明する
一般性の高い理論も考えられる。
もし
，［‾戦争］理論の探求を特定の戦争を説明する理
論の探求とすれば
，個別的な戦争の学習となってしま
い
，現行世界史教育の問題を克服することにはならな
い
。また，一般的な「戦争」理論の探求ということに
なれば
，あらゆる戦争に転移し得る理論の設定の可能
性もあるが
，時代や地域の性格や特殊性がかなり抜け
落ちてしまう
。ヨーロッパの戦争とアジアの戦争とで
は性格に違いがあるし
，同じヨーロッパでも古代の戦
争と近代の戦争を同一の理論で説明するのには無理が
ある。
したがって，本稿では時代や地域を区切り，それぞ
れの時代
・地域における厂戦争」について説明する中
範囲の「戦争
」理論をとり上げ，命題化された理論に
基づいて世界史教育内容の再構成と授業構成を行う。
２。中範囲の「戦争」理論とその命題
中範囲の「戦争
」理論は，それぞれの時代・地域に
おける国家・地域システムの変遷，政治体制の変化，
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経済
・社会体制などについて説明する理論であり，そ
れぞれの地域世界の歴史をダイナミックにとらえるこ
とができる
。また，地域世界間の戦争を説明する理論
によって
，地域世界の枠をこえた横のつながりもとら
えることができ
，グローバルな視野に立った世界史の
内容構成が可能となる（図１）。
（図１）
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中範囲の「戦争
」理論の命題化にあたっては，まず
世界史のなかに複数の地域世界を設定する
。ダイナミッ
クかつグロ
バールな視野に立った世界史教育の内容は，
各国史
・王朝史の寄せ集めでないダイナミックな各地
域世界史によって構成されるからである。こうした地
域世界史は
，19世紀に欧米列強が諸地域世界を侵略し
支配していくようになるまでは
，独自の歴史形成過程・
地域構造をもちながら展開されてきた
。
よ
って，本稿における中範囲の「戦争」理論とは，
各地域世界史ごとに設定された時代の構造をとらえ
，
それぞれの地域世界史の展開をダイナミックにとらえ
る理論ということになる。ただし，古代文明について
は地域世界の枠を設けずに，農耕・牧畜を基礎として
文明を生んだ地域をまとめて扱い，19 ・ 20世紀につい
ては世界史を一体のものとしでとらえる。そこでまず，
以下のような時代・地域世界の設定を行う。
①古代文明の世界 一　　②古代地中海世界
③ヨーロッパ世界　　　 ④西アジア世界
⑤南アジア世界　　　　 ⑥内陸アジア世界
⑦東アジア世界　　　　 ⑧19世紀の世界
⑨20世紀の世界
この区分に従い，それぞれの時代・地域世界に関す
る中範囲の「戦争」理論 の命題化を社会諸科学の研究
成果に依拠しながら行う。そして，命題化された理論
に基づいて世界史教育内容の再構成を行う。下に示し
たものが，その大まかな‘内容の概略である。　以下，
ここでは紙数の都合上，「内陸アジア世界」に絞って
具体的な理論命題とその授業計画を示す。
３。厂内陸アジア世界史の展開と戦争」の授業構成
（1） 内陸アジア世界史と戦争のとらえ方
内陸アジア世界は，大きく南北の２つ の地域に分け
ることができる。北部は草原地帯が広がり，遊牧生活
が営まれ，南部ではオアシス都市を中心 として農耕が
行われ，東西交易による商業 の発達 もみられた。
内陸アジア世界史における戦争は， こうした性格を
異にする２つの地域を主な舞台としているが，遊牧民
族の活動によっては，中国や西北インド，イラン，ヨー
ロッパなど広い範囲にわたることになるＯ その戦争の
基本的な性格は，遊牧民族によるオアシス地帯・農耕
「‾戦 争」 理論 に基づ く世 界 史教育 内容 の再 構成
古　　 代　　 文　　 明　　　 の　　 世　　 界　　　 と　　　 戦　　 争 内陸ｱ ｼﾞｱ世界史の展開と戦争
ｏ頷 膃k 黯
・ 生 産物 の発生→都市国家 の成立。堅牢な城壁 の築造。（富 の形成と権力 の集中 によって可 能）
戦争 は農地 の防衛・拡張を目的とする。 権力 の集中→王権と宗教的権威の結合（神権政治）。中央集権的専制国家 の成立o
○遊牧民族国家の興 亡と 戦
雲
牧民 は富 の蓄積が困筵
↓
北の草原
地帯 の遊牧民 が、
南の オアシス地帯を征服。
有能な指導者の出現
↓
遊牧民の結集。遊 牧国家 の
成立。
指導者の責務 は， 遊 牧民
の経済的欲求を 満 たす こ
と。
↓
騎馬戦術に基づく 優勢な軍
事力を利用して豊か な定住
地帯 に侵攻゜
↓
富 の確保が困難であったり，
君主継承争いが生 じ ると
，
遊牧国家は衰退・崩壊
オアシス定住民との共存関係
↓
遊牧国家 の軍事力 の傘 の も
とで，東西交易に よる経 済
の繁栄。
↓
強力 な遊牧帝国 の成立
匈 奴　中央 アジア遠征。
漢 への侵入・略奪
↓
突 厥　内 陸アジア全域 を
支配 ソグド人 の活
躍。
↓
モンゴル　空前 の世界帝匡L
↓
ティムール　 遊牧 民 の軍事
力 と定 住民 の経済
力 の結合o
古 代 地 中 海 世 界 史 の 展 開 と 戦 争 南 アジア世界史 の展開と戦争 東 アジア世界史の展開と戦争
○古代ギリシア世界における戦争
独立自営 農民 の重装歩兵団o
無産市民 は海軍 の漕ぎ手→古代民主政治の成立
○古代ロ ーマ世界 における戦争
自営農民の没落→職業軍人化（民主政治発達の限界）
財源確保のための征服戦争
↓
騎馬戦術のゲルマンの侵入
○歴史的地理的地域区分と戦争
インダス
川流域・ガ ンジス川
流域＝諸民族 の侵入o 征服戦
争。デカン地方・半島南端部＝
地方諸国家 の分立・抗争
○ ガンジス川 流域からの征服戦
争
肥沃な土 壌と鉱産資源に恵ま
れる。圧倒的軍事力と物資の
生産。
↓
統一による地域格差 の解消
○ 諸民族の侵入
西北 インドに略奪，領土支配
をと もなう諸民族の侵入。
↓
イスラム
王朝 の成立
○地方諸国家の分立
地域格差 の解消による地方勢
力 の自立。互いに覇権をめぐっ
て抗争o
諸民族 の侵入や征服勢力 に個
別に撃破さ れる。
マウリヤ帝国 の征服
↓分立・抗争
クシャン朝（諸民族の侵入）
↓分立・抗争
グプタ朝の征服
↓
地方諸国家 の分立・抗争
↓
イスラム王 朝の成立（諸民 族の
侵入）
ムガ
ル帝 国の征服
地方諸国家 の分立・抗争
○冊封 体制 の展開と戦争
冊封 体制＝中国皇帝が周辺 諸
国の君長 に官爵を授けて君 臣
関係を結 び，外藩国に組みこ
冊1
§
征制の戦争 は，体制維持の
ための戦争。
外藩国の義務怠慢や礼節欠如
が生じると
中国王朝 は討伐を
行 う。冊封 関係にある外藩国
の秩序維持は，中国王朝の責
焚
忿国は体制維持のための出
兵 の義務を負う。
漢代…冊封体制の成立
約束不履行により，朝鮮・南
越 は武帝に町RﾐされるO
魏晉南北朝…冊封 体制の多元化
朝鮮諸国，日本の抗争。冊封
体制への積气的参加。
隋・唐代…冊封体制の確立
隋の高句麗討伐。高句麗・百
済の滅亡。自村江の戦い。
↓
宋・
元代…冊封体制の動揺
征服王朝 の成立。東アジア交
易圏の発達。 モンゴルの沼ｌ
↓
明代…冊封体制 の再編・強化
倭寇の大規模化o 勘合貿易体
制の成立o 秀吉 の朝鮮侵略。
↓
清代前期…冊封体制の拡大
ヨーロッパ世界史の展開と戦争 西アジア世界史の展開と戦争
○中世 の戦争
世襲的専門的戦士 集団 ＝騎士
によ る戦争（馬 上衝突戦）o
少年 のころより特別な訓練が
必要→戦士の専門化・世襲ｲ匕
農業改革 による農業生 産性 の
向上。　　　
↓
兵農分離→騎士階級の生計を
まかなう封建制度の成立。
↓
火器の使用による騎士 の没 落
○絶対君主 の戦争
覇権戦争。海外進出。傭兵→
近代的常備1廴 マスケット銃・大砲の使 用。戦争の大規模化
重 商主義。　
↓
近代国家 の成立
↓
戦争と革命による絶対君主 の衰
亡
○イスラム世界の拡大 と戦争
タール・ アル・イスラームの拡大と租税収入が目的。
ウンマの拡大と国際商業 ネッ
ト ワークの成立。
国境 の消滅による商業の発展。
アラビア半島にジ ヤマーアが
成立。
アッバース
革命＝ウマイヤ家
の打 倒。中央集権官 僚体制。
○イスラム世界の分裂と戦争
マムルーク軍
人の台頭。
軍事支配体制の成立。
軍事 イクター制の成立。地方
分権の進展。
○イスラム国家の強麻と戦争
スルタンによる征服戦争。
デヴシルメ制によるイェニチェ
リ軍団 の成立。
火器の使 用。海
軍の編成。地
中海の覇権。ヨ ーロッパの脅
塋
暈国家 的イスラム国家的体
制
19
世
紀
の
世
界
○ヨ ーロッパ国民国家の戦争　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○ヨーロッパ列強 による侵略戦争
普通 選挙制と徴兵制の制度化 ＝近代民主主義 の成立。　　　　　　　　　　　 産業革命・国民国家の成立。 →政治力・経済力 ・軍事力で のヨーロッパの
↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 優位。
近代国民軍 の成立。後方 支援体制 の拡大o →女性参政権の拡大。　　　　　　 ヨ ーロッパの諸体制・制度の諸地域世界への波及。
近代的国家機構（官僚機構・徴税 システム・金融システムなど）の成立。　　　　　　　 ↓
諸地域世界にお ける体制の崩壊。
（ オスマン帝国 の解体， ムガル帝国 の滅亡，冊封体制の崩壊など）
諸地域世界における上からの近代化政策と民族運動・民衆運動。
20
世
紀
の
世
界
○強大な戦争システム＝戦争遂行体制の全面展開。　　　　　　　　　　　　 ○ＬＩＣ（低強度紛争） の発生
軍拡体制…軍備拡張競争・技術革新競争。核兵器の登場。宇宙軍拡。　　　 国家主体ＶＳ亜国家主体（テロ組織， ゲリラ集団，宗教集団 など）
動員体制…戦争心理 の形成（プロパガンダ・ シンボル操作・情報操作）　　 第三世界に集中o 近代世界 システムの世界化か原因。
マスメディアの発達。輸送網・通信網の発達。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓
経済 は軍産複合体を軸 に運営。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 民族共同体 の分断化（少数派 問題。国家内の民 族紛争｡ ）
○第三世界の軍事化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 争点　 非西欧世界の従属化（低開発問題。貧困o 構造的暴力｡）
先進諸国への軍事的隷属と国内の軍事体制。　　　　　　　　　　　　　　　　　
｛
西欧文明の世界化（イスラム世界 における西欧化 問題o 原理主義
国際的な武器市場の拡大→第三世界への武器輸出・第三 世界での軍需 産業　　　　 の台頭）
の成立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 共産主義 の崩壊による冷戦型ＬＩＣの終焉 とＬＩＣの悪化。
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地帯への征服活動であり，匚確固たる軍事組織と，最
高の機動力
，それに国民皆兵的体制をそなえた遊牧民
の社会が
，軍事的にオアシス社会に優越したのは当然
であった
」９．しかし，征服を受ける側のオアシス社
会にとって遊牧民族による征服はマイナス面ばかりで
はなく
，遊牧民族の軍事力の傘下で経済活動が活発化
し繁栄するというプラス面もあった。
また
，遊牧民族の征服活動は，「遊牧国家という，
遊牧社会が本来必ずしも必要としない巨大な組織が草
原地帯にい
ったん成立すると，その維持のために」不
可欠となるものであり2）
，遊牧民族の戦争と遊牧国家
の形成とが密接な関係をもっていたといえる
。
間野英二氏は，「内陸アジアの遊牧民の間では，古
代から少なくとも17 
・ 18世紀にいたるまで，国家形成
に関するひとつの不変のパタ
ンーが循環的に繰り返さ
れてきたとみることができる」とし，「古代，中世，
近世
，近代といった時代区分を適用することも，ほと
んど無意味であるといってよいであろう」と述べてい
る3）
。ここでも間野氏の見解に従い，17 ・ 18世紀まで
の前近代をひとまとまりの時代として扱う。
（2）内陸アジア世界の厂戦争
」理論命題
ここでは
，間野英二氏の見解に依拠して命題化した
「内陸アジア世界」に関する「戦争」理論のうち，最
も基本的な命題を示す
。
Ａ：遊牧国家の形成と征服活動
内陸アジアに強力な遊牧国家が成立すると
，この
国家は遊牧民の経済的満足と国家の維持を実現す
るために，周辺の定住社会に対して大規模な征服活動を行った。
Ｂ：遊牧民と定住民の共存
遊牧民と定住民とのあいだに共存関係（遊牧民の
軍事力と定住民の経済力の組み合わせ）が成立す
ると
，内陸アジアには強力な遊牧帝国が生まれ，
経済的にも繁栄した。
内陸アジア世界史に関する教育内容はこの理論命題
に基づいて構成されることになるが，具体的かっ詳細な授業計画を次に示す。
（3）「内陸アジア世界史の展開と戦争」の授業計画
①単元設定の主旨
従来の世界史教育においては
，内陸アジアで活動し
た遊牧民族は
，特に中国の漢民族王朝との対抗関係の
なかでとらえられることが多い
。そこでの遊牧民族は，
中国に侵入したり征服王朝を建設したりする存在であっ
たり
，中国の皇帝・将軍によって「征伐」される存在
であったりする。この場合，主体となるのは常に中国
王朝側であり，遊牧民族を主体的にとらえることがな
されていない。
また
，内陸アジア世界における遊牧国家をとらえる
場合
，我々は，遊牧国家の成り立ちや構造がヨーロッ
パ的な国家のそれとは異なるにもかかわらず
，ヨーロッ
パ的な国家の概念を用いてみてしまうことが多い
。こ
れが生徒を混乱させる要因となり
，内陸アジア世界史
をわかりにくいものにしている。
したがって，本小単元では，内陸アジア世界史の主
体として遊牧民族をとらえ
，遊牧社会の特徴と戦争と
の関連に着目し
，遊牧国家の興亡を通して，その本質
に迫っていきたい。
②単元の目的
.遊牧社会の特徴と戦争との関連に着目し，内陸ア
ジア世界史における遊牧国家の興亡をオアシス定住民との関係もふまえながら理解するＯ
③到達目標
Ａ：遊牧国家の形成と征服活動
Ａ-1動物が基本財産であり
，移動を生活の基本とす
る遊牧社会では
，富Ｏの蓄積が困難であった。
Ａ-1-ｱ遊牧民は
，有蹄類（羊，山羊，馬，牛，ラ
クダなど）の牧畜を行った。
Ａ-1-ｲ遊牧民は牧草を求め
，季節的に移動した。
Ａ,2遊牧民は富の獲得を目的として有能な指導者の
もとに結集し
，遊牧国家を形成した。
Ａ-2-ｱ遊牧民は現実の利益（富の獲得）を共通の
目的として人為的に国家を形成した。
A-2-ｲ有能な指導者が登場すると
，遊牧民たちは
利益を期待して指導者の周りに結集した
。
A-2-･ｳ指導者（君主）の責務は
，戦争をうまく指
揮し
，富を分配して遊牧民を経済的に満足さ
せることであった。
Ａ-3遊牧国家は
，富の獲得のために，騎馬戦術に基
づく優勢な軍事力を利用して
，周辺の豊かな定住
地帯に侵攻してその富を奪取したり
，外交的に従
属させその富を吸収したりした。
A-3-了遊牧国家は定住地帯
，農耕地帯に富を求め，
交易
・征服・掠奪を行った。
Ａ-3-ｲ遊牧国家は騎馬戦術をとった
。
A-3-ｳ「騎馬」とは，馬に直接人間が騎乗し，自
由に走らせることができる方法で
，くつわの
発明によって可能となった。
A-3-ｴ騎馬戦術は移動範囲が広く機動性に優れ，
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遊牧民族に有利で農耕民族に不利であった。
Ａ-4 遊牧帝国は，十分な富を獲得できない場合や，
君主位継承をめぐる内紛などによって，分裂・崩
壊していった。
A-4- 了君主や帝国 の力が低下し経済的収益 が減少
すると，遊牧民 は分散して帝国は崩壊した。
A-4-ｲ 君主の継承権は君主 の氏族に限られ， 有能
なものが氏族 一部族長の承認によって君主に
選ばれた。
A-4-f 遊牧国家で は，君主位継承を めぐって一族
の内紛が生じ，帝国の分裂・崩壊につながっ
た。
Ｂ：遊牧民と定住民の共存
Ｂ-1 遊牧国家の軍事力を背 景としてオアシス地帯 の
商人の経済活動がますます活発となり，遊牧国家
にも莫大な利益がもたらされ，強大な遊牧帝国が
成立した。
Ｂ亅 一フ オアシス定住民 は，農耕のほかに商業やシル
ク・ロードを利用した交易を行って利益を得
ていた。
Ｂ-1-ｲ 遊牧国家の征服によって定住民は遊牧国家の
軍事力の傘下に入って，経済活動を活発に行っ
た。
B-l-$ 遊牧国家は，オアシス定住民め経済活動によっ
て大きな利益を獲得した。
Ｃ：遊牧国家の軍事組織
Ｃ-1 遊牧国家では，各遊牧部族が軍隊を構成する最
も重要な単位となり，日常的な社会組織がそのま
まの形で軍事組織として利用され，兵民一致が軍
事的エネルギーの根源となった。
Ｃ-1-了遊牧国家の軍隊は通常，十人隊，百人隊，千
人隊，万人隊という十進法に基づく軍事組織
を所有した。
Ｃｊ-ｲ 氏族・部族組織そのものが軍事組織とされ，
氏族長，部族長が軍の指揮官を兼ねた。
0-1--)軍の規律は厳しく，兵民一致によって臨戦態
勢がとりやすかった。
④授業展開
「戦争」理論探求 の授業は，生徒が教師から提示さ
れる資料と問いを手がかりとして，構造化された知識
（「戦争」理論）を習得していく過程である。それは教
師からの一方的な注入ではなく，生徒が「具体的事象・
出来事にもとづいて法則，理論を発見し創造し，発見・
創造した法則，理論を用いて他の事象を説明していく
山 過程である。これは森分氏や原田氏のいう（理論
の批判的学習亠）である。つまり，「戦争」 理論探求
の授業 とは 厂戦争」理論の批判的学習なのであり，生
徒が具体的事象・出来事に基づいて「戦争」理論を発
見し，発見した理論を用いて他の事象を説明していく
という過程をとるのである。
このように生徒が授業において「理論の批判的学習」
を進め，理論を発見していくためには，まず最初に生
徒が明確な学習問題をもっていることが必要である。
森分氏がいうように，「探求の始めに， 教師は，説明
あるいは予測を求める社会事象・出来事そのものが，
事実生起しているということを，証拠を示して子ども
に確認させねばならない」7）。 そして，確認された事
実から授業 の主なる問いとなる学習問題を明確に把握
し，資料と構造化された問いを手がかりとして理論を
発見していくのである。 この学習問題の把握が「戦争」
理論探求の出発点であり，把握した学習問題を解決・
説明していくための過程で理論を発見していくのであ
る。そして発見した理論によって他の事象を説明し，
理論を吟味・検証することによって，より説明力の大
きい科学的な理論へと発展させていくことになる。
以上の考察から，「戦争」理論探求 の授業 展開 は，
以下の手順で行われる。
ア。学習問題の把握
具体的な歴史事象（戦争やその他のさまざまな事
象）に関する学習を行い，授業における学習問題
を明確に把握する。
イ。理論の発見
構造化された問いと資料を手がかりに，「‘戦争」
理論を発見し，明示する。
ウ。理論の応用・発展
具体的歴史事象に立ち戻り，発見した 匚戦争」理
論によって事象の説明を行い，理論 の有効性を吟
味・検証して理論を発展させる。
この手順に従って 匚内陸アジア世界史の展開と戦争」
の授業を以下のように構成した。なお，授業において
使用する資料については題目のみを示し，出典につい
ては紙数の都合上，省略する。
鴟 発　　 問 教授･学習活動 資料 学　 習　　内　　 容
学
習
問
題
の
把
握
○遊牧民 は史書にどの
よ うに書かれている
だろ うか。
○そうした民族による
国家 はど のように変
遷 したか。
○具体的に個々の遊牧民 の生活を見てみよ
○
こな
ｃぅ した遊牧民
は， 征服活動を行い，
強力 な遊牧国家をっ
くり得たのか。
T:資料提示
T:資料提示
.T:問題提起
①
①
②
・共通 の性格をもった遊牧
民が広い範囲で活動して
い た。
・匈奴か らモ ンゴル， ティ
ムールなど多くの国家 の
変遷が みられる。
・匈奴，突厥，モンゴルは，
征服活動を行い， 強力 な
遊牧国家を建設した。
｜　　　　　　 ｜　　　 ｜　 ｜
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○遊牧民 はどのような
生活 をして いたか。
・遊牧民 の生業は何か。
・そのためにどのよう
な生活をしていたか。
○なぜ遊牧民 は国家を
形 成したのか。
・国家形成 の目的は何
か。
・遊牧国家 の指導者に
求 められたことは何
か。
○遊牧国家 は，どのよ
理　　 うにして富を獲得し
たか。
・遊牧国家 は富をどこ
に求 めたか。
論
の
発
見
・モンゴルは征服のだ
めにどのような方法
を とったかO
・ 厂騎馬」と は何か。
・ なぜ遊牧国家は騎馬
戦術をとったのかO
○遊牧国家
定住民 は
関係にあ
・オアシス
とオアシス
どのような
・オアシス定住民の経
済活動 は匈奴や突厥
にど のような影響を
与えたか。
T:資料提示
Ｐ:答える
Ｔ:資料提示
Ｐ:答える
r｀'｀ '｀'゛｀ '｀ ^ ゛ ゛'φ--------J.4.-.........---9------- 畚-4-.--. 甼゛ '゛'1
| 動 物 が 基 本 財 産 で あ り
， 移
動 を 生 活 の 基 本 と ｜
け る 遊 牧 社 会 で は ， 富 の 蓄 積 が 困 難 で あ っ た ． ｜
! … … … ……... …......... … … …_ … ….. … ….. … … …!
T:資料提示
Ｐ:答える
T:資料提示
Ｐ:答える
j 疝弧高 谿谷篩こ そ疝 臨 蓊 ］
堅 警 士 竺 愽柚, ……1
T:資料提示
Ｐ:答える
Ｔ:資料提示
Ｐ:答える
Ｔ:資料提示
Ｐ:答える
Ｔ:資料提示
Ｐ:答え る
⑦
①⑧
⑨
⑩
・定住地帯，農耕地帯 に富
を求め，交易・征服・掠
奪を行った。
・ モンゴ ルなど の遊牧国家
は，騎馬戦術をとった。
P:荅える　」　 ］ がとりやすかった。
獸 白 言 汢 竍 哘 紕 紕 琵
莉 鮗 郷 早 黙 萌 隰 臣
T:資料提 示
Ｐ:答える
Ｔ:資料提示
Ｐ:答える
T:資料提示
Ｐ:答える
農耕 の
ク
・口
易を行
た。
ほかに商業 やシル
ードを利用した交
って利益を得て い
[ 廱 儼 丿 祠 ぶ 谷 崕 言 言ﾌ 元 畄]
｜の 商人 の経 済 活 動 が ま す ま す活 発 と な り， 莫 １
豈 万回ｦE が もた らさ れ， 強力 な遊 牧 帝 国 が成
と…---…… …--,…---… … …...…-. … … …….….....:
理
論
の
発
見
○匈奴や突 厥， モンゴ
ルといった強
力な遊
牧帝国がなぜ分裂・
崩壊したのかo
・富が獲得できない場
合にはどうなったか。
・匈奴や突 厥， モンゴ
ルの君主 はどのよう
にして決まったか。
・君主の決定 はスムー
ズに行われたか。
T:発問する
P:予想 する
T:資料提示.
P:答える
T:資料提示
P:答える
T:資料提示
P:答える
⑩
⑥
⑩⑩
(予測される生徒 の予想)
・指導者の力量不足
・遊牧民 の欲求が満たされ
ない
・富の獲得 が困難となった
など
・君主や帝国 の力が低下し
経済的収益が減少すると，
遊牧民 は分散 して帝国は
崩壊した。
・匈奴では単子 の男系の子孫の中から氏族長会議で
決定・承 認された。
･突厥でも君主の一族によっ
て継承権が独占 された。
・モンゴルでは
，君主の一
族のうち，最 も有能な者
が
国会を経て選ばれた。
・
匈奴や突 厥， モンゴルで
は
君主位継承を めぐって
一族の内紛が起 こり，帝
国の分裂・崩壊につながっ
たo
遊牧帝国は， 十分な富を獲得できない場合や，
君主位継承をめぐ る内紛などによって, 分裂･
崩壊していった。
理
論
の
応
用
発
展
○ティムール帝国 につ
いてもこれまで学習
した理論で説明でき
るだろうか。
・ ティムール登場頃の
内陸アジア世界 はど
のような状況であっ
たか。
・ティムール帝国 はど
のようにして成立し
たか。
・ティムールはどのよ
うな遠征を行ったか。
・ティムール帝国とオアシス定住民の関係
はどうであったか。
・ ティムール帝 国はな
ぜ崩壊したのか。
○内陸アジア世界史 に
おける遊牧国家 の興亡を整理しよう。
○なぜ遊牧民 は，征服
活動を行い， 強力な
遊牧国家を つくり得
たのか。
○ しかしこうした強力
な
遊牧国家はティムー
ル帝国以 後みられな
くなる。 なぜだろ う
か。
T:問題提起
W膤 翳
目 設 計
W觀 Ｐ
W膤 翳
W贊 翳
T:資料提示
顋 翦 げ
W贊 Ｐ
⑩
⑩
⑩
○
○
⑩
・モンゴル帝国が分裂・衰
退し，東西交易 も衰え て
いた。
・有能な指導者 ティムール．　のもと に富の獲得を目的
とした遊牧民が結集し，
遊牧国家が成立した。ティ
ムールは，遊牧民を経済
的に満足させるために対
外遠征を行った。
・西アジアから インドまで
絶え間ない征服活動を行い，広大な帝 国を 建設し
た。
・国家とオアシス商人の利
益が一致し，帝国 の拡大
によって商人 の活動 も活発となり， それ岑帝国を
経済的に支え， サマルカ
ンドなどの都市が栄えた。
・・ ティムールの死後
，後継
をめぐる争い によ って弱
・体化し，分裂・崩壊したo
内陸アジアに有能な指導者が登場し遊牧国家
が成立すると，この国家 は遊牧民の経済的満足 と国家の維持を実現 するために，周辺 の定
住社会 に対して大規模な征服活動を行った。
征服の結果，遊牧民と定住民と の間に共存 関
係（遊牧民の軍事力 と定住民 の経済力 の組 み
合わせ）が成立すると，内陸 アジアには強力
な遊牧帝国が生まれ，経済的 にも繁栄した。
T 澗 題提起
P:予想 する
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Ｏ資料名
資料①－ア「広い範囲にわたる遊牧民の活動」
資料①－イ「騎馬民族国家の変遷」
資料②－ア「匈奴の活動」
資料②
－イ「突厥の活動」
資料②－ウ「モンゴルの活動」
資料②
－エ「匈奴の領域」
資料②－オ「突厥（東突厥・西突厥）の領域」
‘資料②－カ「ティムール帝国の領域」
資料③「遊牧民の生活」
資料④「遊牧民の移動
」
資料⑤
－ア「遊牧国家形成の目的」
資料⑤－イ「指導者の登場と遊牧国家の形成」
資料⑥「指導者の責務」
資料⑦厂富の獲得」資料⑧「モンゴル軍の騎馬戦術」
資料⑨「騎馬」
資料⑩
－ア「騎馬戦術の利点」
資料⑩－イ「農耕民に不利な騎馬戦術」
資料⑩匚モンゴル軍の軍事組織」
資料⑩匚モンゴルの国家組織
」
資料⑩「オアシス定住民の生業」
資料⑩
－ア「突厥とングド大」
資料⑩－イ「モンゴルとサルト商人」
資料⑩
－ウ「ングド人の活動」
資料⑩
－ア「匈奴とオアシス定住民」
資料⑩－イ「突厥とングド人の共存関係」
資料⑩「遊牧国家の崩壊」
資料劭－ア「匈奴君主決定」
資料⑥
－イ厂突厥の君主決定」
資料０－ウ「モンゴルの君主位決定」
資料⑩「君主位をめぐる内紛
」
資料⑩「ティムール登場頃の内陸アジア」
資料⑩「ティムール帝国の成立」
資料⑩「ティム
ルーの征服活動」
資料⑩「ティムールの征服と商人」
資料⑩「ティムール帝国の崩壊」厂内陸アジア世界史の展開一遊牧国家の興亡－」
４。おわりに
中範囲の「戦争
」理論に基づく世界史教育内容構成
と授業構成について述べてきたが
，その具体的な内容
に関しては
，「内陸アジア世界史の展開と戦争」を例
に挙げて示すにとどまった
。実際に中範囲の「戦争」
理論に基づく世界史教育を実践していくためには
，先
に示した主な項目の全小単元について
，主題を設け，
知識
・問いの構造化と具体的事例（資料）の選定を行っ
て
，具体的な授業を構成していかなければならない。
また
，今回示した世界史教育内容では，すべての地
域世界史をカバ
しーているとはいえない。本稿では構
成することができなかった地域世界史についても，中
範囲のF‾戦争」理論を命題化し
，教育内容として構成
していくことが今後の課題である。
（註）
く1）間野英二『中央アジアの歴史』講談社　1977
p.85
（2）間野英二
，中身立夫，堀直，小松久雄『地域か
らの世界史６　内陸アジア』朝日新聞社　1992
p.8
（3）間野英二他　前掲書　ＰＰ.8～9
（4）ここでいう富とは
，農耕地帯で生産・蓄積され
る農産物
，および農耕地帯にみられるさまざま
な物的財産を指す
。これらの富が遊牧国家成立
後の構成員の経済的欲求を満たすものとなり
，
遊牧国家維持のために不可欠となるのである。
（5）森分孝治『社会科授業構成の理論と方法』明治
図書　1978　p. 162
（6）森分孝治　前掲書pp.184
～185
原田智仁「歴史教育における『理論の批判的学
習』」広島史学研究会編『史学研究』第178号
1988　pp. 86
～106
（7）森分孝治　前掲書　p. 162
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